
平成21年5月17日（日） 10：00〜12：30

場所：松山市総合コミュニティセンター／松山市湊町7丁目5

キョーリン製薬株式会社 学術推進部

●座長：藤田正明（伊予病院）

１.発症後1年で経口摂取による栄養管理が可能になった重度嚥下障害症例
○泉川愛実、薬師神佳子（鷹の子病院リハビリテーション部）

　 小森正博、美内慎也（同　耳鼻咽喉科）

○平井　聡、住田知樹、村瀬隆一、中城公一、浜川裕之

　 （愛媛大学大学院医学系研究科口腔顎顔面外科学講座）

○松岡　綾、末丸克矢、荒木博陽（愛媛大学医学部附属病院薬剤部）

　 西川典子（愛媛大学医学部臨床薬理学神経内科）

　 三瀬和代（同 耳鼻咽喉科）

○宮田恵里、本吉和美、三瀬和代、飴矢美里（愛媛大学医学部耳鼻咽喉科）

　 兵頭政光（高知大学医学部耳鼻咽喉科）

5.咽喉頭異常感症例における嚥下造影検査所見の検討
○西窪加緒里、能田淳平、兵頭政光（高知大学医学部耳鼻咽喉科）

●司会：兵頭 政光（高知大学）

「摂食・嚥下リハビリテーション ─訓練法再考─」
藤田保健衛生大学医療科学部　リハビリテーション学科

准教授　言語聴覚士 岡田 澄子 先生

特別講演 11：30〜12：30

共催：愛媛県摂食嚥下研究会
杏林製薬株式会社

2.無歯顎患者に対してComputer Aided Surgeryを用いて
　咬合回復を行った1症例

3.重症筋無力症患者への服薬支援‐簡易懸濁法を導入した症例

4.呼吸訓練の導入により嚥下状態の改善が得られた
　進行性核上性麻痺の一例

〈休憩、ビジネスミーティング〉 11：15〜11：30

第9回愛媛県摂食嚥下研究会プログラム

製品説明 10：00～10：15

一般演題 10：15〜11：15


